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凡　

例

一
、
本
書
は
、Jean-Pierre R

ioux, Jean-François Sirinelli

監
修
に
よ
る
「H

istoire culturelle de la France

」（
全
四
巻
）
の
第
一

巻
「Le M

oyen Âge

」
の
邦
訳
で
あ
る
。
原
題
を
直
訳
す
れ
ば
「
フ
ラ
ン
ス
文
化
史
」
で
あ
る
が
、
ル
・
ゴ
フ
ら
に
よ
る
同

じ
タ
イ
ト
ル
の
既
刊
本
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
」
と
し
た
。

一
、
本
文
で
出
て
く
る
人
名
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
索
引
を
付
け
、
近
代
以
後
の
歴
史
学
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
姓
名
か
ら
引
け

る
よ
う
に
し
た
が
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ま
だ
姓
名
と
い
う
概
念
が
な
く
、
現
代
人
に
と
っ
て
姓
名
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
出
身
地
名
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
か
ら
引
く
形
で
並
べ
た
。

一
、
ま
た
、
中
世
の
人
物
の
名
前
の
表
記
に
関
し
て
は
、
ラ
テ
ン
語
式
、
古
ゲ
ル
マ
ン
式
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
式
の
い

ず
れ
に
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
く
に
中
世
初
期
に
は
聖
職
者
や
学
者
だ
け
で
な
く
王
侯
も
、
当
時
に
お
い
て
は
、

ラ
テ
ン
語
式
で
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
ラ
テ
ン
語
式
表
記
を
優
先
し
た
が
、
こ
ん
に
ち
広
く
フ
ラ
ン
ス
語
式
の
呼
称

が
定
着
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
を
採
用
し
た
。
例
を
あ
げ
る
と
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
は
当
時
は
「
カ
ロ
ル
ス
」
と
言
っ

た
と
思
わ
れ
る
し
、
宮
廷
を
置
い
た
ア
ー
ヘ
ン
は
現
在
の
ド
イ
ツ
に
含
ま
れ
る
か
ら
「
カ
ー
ル
大
帝
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
本
書
が
「
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
歴
史
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
式
に
「
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
」
と
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
長
子
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬
虔
帝
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
式
で
は
「
ル
イ
」
に
な
る
が
、
記
述
さ
れ
て
い

る
事
績
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
と
の
関
わ
り
が
薄
い
こ
と
か
ら
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
」
に
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
史
初
代
の
王
「
ク
ロ
ー

ヴ
ィ
ス
」
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ク
族
の
呼
び
名
で
は
「
ク
ロ
ド
ヴ
ェ
ヒ
」
が
近
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
史
で
一
般
的

に
使
わ
れ
て
い
る
慣
例
に
従
っ
て
「
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
」
と
し
た
。



iv

　
　
　
【
目
次
】

序　

文　
2

　
　第
一
部

　フ
ラ
ン
ク
王
の
も
と
で
の
文
化
の
伝
承
と
刷
新
（
五
―
十
世
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
シ
ェ
ル
・
ソ

第
一
章　

フ
ラ
ン
ク
人
の
文
化
意
識
の
神
話
と
現
実　
20

一
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
歴
史
家
、
ト
ゥ
ー
ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス　
21

二
、
ロ
ー
マ
人
と
フ
ラ
ン
ク
人
の
連
続
性　
26

三
、
「
わ
れ
ら
の
先
祖
ガ
リ
ア
人
」
と
の
決
別　
31

四
、
ガ
リ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立　
37

第
二
章　

フ
ラ
ン
ス
語
の
創
成　
45

一
、
五
世
紀
の
ガ
リ
ア
の
言
葉　
48

二
、
ゲ
ル
マ
ン
人
侵
入
の
衝
撃
と
ラ
テ
ン
語
の
維
持　
51

三
、
ラ
テ
ン
語
の
復
活
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
創
出　
55



v 目 次

第
三
章　

晩
期
古
代
の
文
化
（
五
―
七
世
紀
）　
66

一
、
五
世
紀
ガ
リ
ア
に
お
け
る
晩
期
古
代
の
文
化　
66

二
、
聖
職
者
的
・
修
道
士
的
文
化
へ
の
収
斂
（
五
〇
〇
―
六
五
〇
年
）　
79

三
、
保
存
さ
れ
た
文
化
（
六
五
〇
―
七
五
〇
年
）　
101

第
四
章　

《
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》
と
文
化　
112

一
、
《
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》　
112

二
、
カ
ロ
リ
ン
グ
文
化　
140 

　
　第
二
部

　創
造
の
時
代
（
十
一
―
十
三
世
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ニ
ー
タ
・
ゲ
ロ
＝
ジ
ャ
ラ
ベ
ー
ル

第
五
章　

知
と
社
会　
158

一
、
教
育
機
構
―
司
教
座
（
修
道
院
）
学
校
か
ら
大
学
ま
で　
159

二
、
社
会
の
な
か
で
の
教
師
と
知
識
人　
173

三
、
文
字
の
価
値
と
利
用　
179

四
、
中
世
の
教
会　
197



vi

第
六
章　

教
会
文
化　
213

一
、
自
由
学
芸　
214

二
、
教
会
文
学　
226

三
、
神
学　
234

四
、
図
像　
271

第
七
章　

宮
廷
風
文
化　
278

一
、
宮
廷
風
文
学
の
特
徴　
279

二
、
文
学
的
創
造
の
発
展　
288

三
、
中
心
的
テ
ー
マ
と
し
て
の
《
宮
廷
風
恋
愛
》　
313

　
　第
三
部

　中
世
文
化
の
美
し
い
秋
（
十
四
、十
五
世
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
ン
＝
パ
ト
リ
ス
・
ブ
デ

第
八
章　

教
育
環
境
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
障
碍　
346

一
、
人
生
の
諸
段
階　
346

二
、
教
育
に
お
け
る
伝
統
と
刷
新　
349



vii 目 次

三
、
緊
密
化
す
る
学
校
網　
357

四
、
大
学
（universités

）
と
学
寮
（collèges

）　
365

五
、
言
葉
に
よ
る
教
育　
384

第
九
章　

国
家
の
進
展
と
文
化　
390

一
、
文
書
行
政
と
官
僚
主
義
的
中
央
集
権
化　
390

二
、
パ
リ
―
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
的
首
都　
395

三
、
尚
書
院
の
文
化
―
フ
ラ
ン
ス
・
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
萌
芽　
403

四
、
聖
俗
君
侯
た
ち
が
示
し
た
手
本　
411

五
、
政
治
的
文
化
の
飛
躍　
436

第
十
章　

社
会
文
化
的
収
斂
と
亀
裂　
454

一
、
そ
れ
は
、
「
文
化
的
同
化
」
か
？　
454

二
、
共
感
的
価
値　
457

三
、
共
同
体
的
祭
儀　
467

四
、
社
会
的
分
化
と
接
触　
475

第
十
一
章　

ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
序
曲　
515



viii

一
、
印
刷
が
も
た
ら
し
た
革
命　
516

二
、
新
し
い
文
化
に
向
か
っ
て　
530

　
訳
者
あ
と
が
き　
543

参
考
文
献　
560

人
名
索
引　
582　



45 第二章　フランス語の創成

第
二
章　

フ
ラ
ン
ス
語
の
創
成

　

フ
ラ
ン
ス
文
化
史
の
な
か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
創
成
の
問
題
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
・
ロ
ー
は
、
一
九
三
一
年
に
発
表
し
た
有
名
な
論
文
の
な
か
で
、「
人
々
は
、
い
つ
か
ら
ラ
テ
ン
語
を
話
す
の
を
や
め
た

か
？
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
こ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
ラ
テ
ン
語
が
話
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
が
フ
ラ
ン
ス
語
が
話

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、
事
実
は
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

　

言
語
学
が
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
一
つ
の
言
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
歴
史
を
も
つ
様
々
な
領
域
の
混
じ
り
合

い
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
の
構
文
法
を
調
べ
る
と
、
名
詞
の
性
・
数
・
格
に
よ
る
語
尾
変
化
（déclinaison

）
は

西
暦
一
世
紀
か
ら
五
世
紀
の
間
に
崩
れ
て
い
る
が
、
動
詞
の
活
用
変
化
（conjugations

）
が
変
わ
る
の
は
西
暦
五
〇
〇
年
以
後

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
発
音
の
領
域
で
は
、
強
勢
母
音
（voyelles toniques

）
が
混
乱
し
は
じ
め
た
の
は
、
西
暦
一
世
紀
か

ら
三
世
紀
の
間
で
あ
る
が
、
旋
律
ア
ク
セ
ン
ト
（accent m

élodique

）
か
ら
強
度
ア
ク
セ
ン
ト
（accent d’ intensité

）
に
移
行
す

る
の
は
五
世
紀
以
後
で
、
語
尾
の
母
音
が
脱
落
す
る
の
は
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
語
彙
（lexique

）
に
関
し
て
は
、
ゲ
ル
マ

ン
系
の
語
彙
が
増
え
る
の
は
五
世
紀
以
後
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
言
葉
の
受
容
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
現
象
が
、
少
な
く
と
も
八
百
年
と
い
う
時
の
流
れ
の
上
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
ガ
リ
ア
で
ラ
テ
ン
語
が
話
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
期
を
言
語
学
の
物
差
し
だ
け
で
確
定
す
る
こ
と
は
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不
可
能
で
あ
る
。
他
方
、
文
献
学
者
た
ち
は
、
そ
の
専
門
が
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
か
ロ
マ
ン
ス
語
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
到
達
す
る
結
論
は
き
わ
め
て
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
。
ロ
マ
ン
ス
語
学
者
か
ら
す
る
と
、
原
フ
ラ
ン
ス
語
は
非
常

に
古
い
起
源
を
も
っ
て
お
り
、
結
局
、
ラ
テ
ン
語
が
ロ
ー
マ
属
州
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
色
彩
を
帯
び
て
変
化
し
て
い
っ
た
な
か

の
一
つ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
歴
史
は
、
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
に
よ
る
ガ
リ
ア
征
服
を
も
っ
て
始
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ほ
ど
昔
に
遡
る
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
多
く
の
著
述
家
た
ち
は
、
ロ
マ
ン
ス
語
の
起
源
を
二
世
紀
末
以

後
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
凋
落
期
に
設
定
す
る
こ
と
で
は
一
致
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
西
側
帝
国
最
後
の
皇
帝
の
廃
位
（
四
七
六

年
）
と
い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
年
代
を
採
る
人
も
い
る
。
こ
の
こ
ろ
ガ
リ
ア
で
話
さ
れ
て
い
た
の
は
、
も
は
や
ラ
テ
ン
語
で
は

な
く
、
ガ
ロ
＝
ロ
ー
マ
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
地
域
で
も
同
じ
で
、
イ
タ
リ
ア
で
話
さ
れ
て

い
た
の
は
イ
タ
ロ
＝
ロ
マ
ン
語
、
イ
ス
パ
ニ
ア
で
話
さ
れ
て
い
た
の
は
ヒ
ス
パ
ノ
＝
ロ
マ
ン
語
で
あ
っ
た
。
逆
に
ラ
テ
ン
語
学

者
か
ら
す
る
と
、
ラ
テ
ン
語
が
原
フ
ラ
ン
ス
語
に
な
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
あ
と
の
こ
と
で
、
九
世
紀
以
前
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

こ
の
論
争
に
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
言
葉
の
内
側
か
ら
の
分
析
と
い
う
文
献
学
的
視
野
か
ら
脱
却
す
る
必
要
が
あ
る
。

言
葉
は
、
抽
象
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
集
団
が
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
学
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
と
そ
の
文
化
を
保
持
す
る
社
会
と
は
不
可
分
で

あ
る
か
ら
、
言
葉
は
一
つ
の
社
会
的
制
度
と
そ
の
実
践
と
し
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

言
葉
の
使
い
方
は
、
非
常
に
複
雑
で
、
口
で
し
ゃ
べ
る
の
と
文
字
に
記
す
の
と
二
つ
の
や
り
方
で
あ
ら
わ
れ
る
。
フ
ェ
ル

デ
ィ
ナ
ン
・
ロ
ー
が
提
起
し
た
の
は
話
し
言
葉
に
関
し
て
で
あ
り
、
歴
史
家
が
ま
ず
興
味
を
抱
く
の
も
こ
ち
ら
で
あ
る
。
と
く

に
文
字
を
知
ら
な
い
社
会
を
扱
う
場
合
は
、
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
話
し
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
知
識

階
級
の
人
々
が
文
字
で
書
い
た
史
料
に
よ
っ
て
探
求
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
々
は
長
い
間
、
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
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よ
っ
て
書
か
れ
話
さ
れ
た
《
文
学
的
ラ
テ
ン
語
》
と
、
民
衆
に
よ
っ
て
話
さ
れ
る
の
み
で
文
字
に
書
か
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ

た
《
卑
俗
ラ
テ
ン
語
》（
先
の
文
学
的
ラ
テ
ン
語
の
崩
れ
た
も
の
）
の
二
種
類
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
。

　

ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ニ
ア
ー
ル
は
、
初
期
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
捉
え
る
た
め
の
重
要
な
観
察
対
象
と
し
て
聖
職
者
の
説
教

に
焦
点
を
当
て
、
現
在
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
考
え
方
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
一
新
し
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考
え
方
を
す
る
と
、
ラ
テ
ン
語
の
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
テ
ン

語
も
、
学
校
教
育
と
無
縁
で
日
常
用
語
と
し
て
母
語
し
か
も
っ
て
い
な
い
聴
衆
た
ち
の
集
団
的
教
育
を
引
き
受
け
る
の
に
適
し

た
言
葉
で
あ
り
続
け
た
間
は
、
現
実
的
な
力
を
も
っ
て
い
た
。」

　

そ
し
て
彼
は
、
話
し
言
葉
と
し
て
の
ラ
テ
ン
語
が
本
来
柔
軟
な
言
葉
で
あ
り
、
二
種
類
に
と
ど
ま
ら
ず
た
く
さ
ん
の
レ
ベ
ル

の
ラ
テ
ン
語
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
蛮
族
侵
入
後
の
西
暦
五
世
紀
と
か
八
世
紀
だ
け
で
な
く
、
西
暦
一
世
紀

に
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
言
葉
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
会
話
で
使
わ
れ
た
ラ
テ
ン
語
に
も
、
ま
じ
め
な
の
と

く
だ
け
た
の
と
が
あ
り
、
街
の
な
か
で
使
わ
れ
る
ラ
テ
ン
語
と
軍
隊
と
か
田
園
で
使
わ
れ
た
ラ
テ
ン
語
、
ま
た
、
地
方
的
ラ
テ

ン
語
と
い
う
よ
う
に
、
種
々
の
多
様
性
が
あ
る
。
西
暦
一
世
紀
の
文
法
学
者
や
修
辞
家
た
ち
も
、
そ
の
時
代
の
話
し
言
葉
の
ラ

テ
ン
語
の
乱
脈
ぶ
り
を
憤
慨
し
て
い
た
し
、
他
方
、
五
世
紀
に
な
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教
師
た
ち
は
古
典
的
文
法
の
規

範
に
か
な
っ
た
ラ
テ
ン
語
で
説
教
し
て
い
る
。

　

い
ま
わ
た
し
た
ち
が
問
題
に
し
て
い
る
時
代
（
西
暦
五
世
紀
か
ら
十
世
紀
ま
で
）
の
大
き
な
現
象
は
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
や
が
て
ロ
マ
ン
ス
諸
語
を
形
成
し
て
い
っ
た
新
し
い
口
頭
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
に
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断
絶
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ク
文
化
と
ラ
テ
ン
文
化
の
連
続
性
と
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
が
生
ま
れ
た

断
層
の
歴
史
で
あ
る
。

一
、
五
世
紀
の
ガ
リ
ア
の
言
葉

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ガ
リ
ア
人
た
ち
は
、
文
学
的
に
せ
よ
政
治
的
に
せ
よ
宗
教
的
に
せ
よ
、
お
よ
そ
文
書
と
い
う
も
の

を
遺
さ
な
か
っ
た
し
、
自
分
た
ち
の
言
葉
に
関
す
る
直
接
の
証
言
を
何
一
つ
残
さ
な
か
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
が
知
っ
て
い
る
ケ

ル
ト
の
語
彙
は
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
著
作
の
な
か
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン

語
と
同
じ
く
、
ケ
ル
ト
語
も
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
群
の
一
つ
で
あ
り
、
結
局
、
か
な
り
ラ
テ
ン
語
に
近
い
。
一
つ
だ
け
例

を
あ
げ
る
と
、《
王
》
を
意
味
す
る
語
は
、
ケ
ル
ト
語
で
は
「rix

」
で
あ
る
の
に
対
し
、
ラ
テ
ン
語
で
は
「rex

」
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ガ
リ
ア
人
た
ち
に
と
っ
て
ラ
テ
ン
語
を
習
得
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
ガ
リ
ア
語
は
ラ
テ

ン
語
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
、
四
世
紀
に
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
、
幾
つ
か
稀
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
な
か
に
名
残
を
遺
し
て
い
る
ガ
リ
ア
語
が
あ
る
。
農
耕
に
関
す
る
も
の
と
し
て

「charrue

」（
犂
）、「soc

」（
鋤
の
刃
）、「raie

」（
畝
）、「sillon

」（
畝
溝
）、「glaner

」（
落
穂
を
拾
う
）
な
ど
、
木
工
用
語
で
は

「char

」（
荷
車
）、「tonne

」（
大
樽
）、「benne

」（
負
い
籠
）、「bonde

」（
樽
の
注
ぎ
口
）
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西

暦
五
世
紀
を
過
ぎ
て
も
、
ケ
ル
ト
語
が
全
面
的
に
は
放
棄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
証
拠
が
幾
つ
も
あ
る
。
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四
七
〇
年
ご
ろ
、
ク
レ
ル
モ
ン
の
司
教
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
っ
た
シ
ド
ニ
ウ
ス
・
ア
ポ
リ
ナ
ー
リ
ス
は
、「
貴
族
階
層
（
ガ
ロ

＝
ロ
ー
マ
人
）
は
ケ
ル
ト
語
の
粗
雑
な
皮
を
脱
ぎ
捨
て
る
」
と
書
い
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ま
ず
ロ
ー
マ
化
し
た
の
は
都

市
社
会
で
あ
っ
て
、
田
舎
で
は
、
も
っ
と
長
い
間
、
ケ
ル
ト
語
が
使
わ
れ
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

事
実
、
ラ
テ
ン
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
、
学
校
で
教
え
ら
れ
た
教
科
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
か
ら
や
っ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
が
ガ
リ
ア
に
広
が
っ
た
の
は
、
都
市
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
古
代
ガ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
の
言
語
つ
ま
り
ラ
テ
ン
語

の
習
得
は
、
文
法
と
修
辞
学
の
学
校
で
、
文
字
に
書
く
の
と
口
で
話
す
の
と
、
二
つ
の
形
態
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た

学
校
は
都
会
に
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
を
読
み
書
き
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
都
会
的
洗
練
ぶ
り
（urbanité

）
の

特
徴
と
な
っ
て
い
た
。《
都
会
的
洗
練
》
は
、
農
民
を
典
型
と
す
る
卑
俗
な
人
間
の
《
田
舎
臭
さrusticité

》
に
対
立
す
る
も
の

で
、
こ
の
《
都
会
的
洗
練
》
と
《
田
舎
臭
さ
》
の
間
の
社
会
的
道
徳
的
審
美
的
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
古
典
時
代
に
あ
っ

て
は
直
截
的
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
伝
播
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。
事
実
、
聖
書

と
そ
の
注
解
を
学
び
、
教
義
の
根
本
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
言
語
の
習
得
と
都
会
的
教
養
（urbanitas

）
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
他
方
で
、
説
教
師
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
民
衆
に
伝
え
る
た
め
に
は
、《
田
舎
臭
さ
》
を
援
用
す

る
こ
と
も
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
司
牧
の
あ
り
方
を
教
え
た
あ
ら
ゆ
る
指
示
は
、
聴
衆
の
理
解
能
力
を
配
慮
す
る

必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
が
、
ヒ
ッ
ポ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
民
衆
に
理
解
さ

れ
な
い
こ
と
よ
り
も
、
文
法
学
者
た
ち
に
批
判
さ
れ
る
ほ
う
が
ま
し
で
あ
る
」
と
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
民
衆
に
理

解
さ
せ
る
た
め
に
は
、
キ
ケ
ロ
が
「
偉
ぶ
ら
な
い
説
教serm

o hum
ilis

」
と
言
っ
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
古
典
的
修
辞
家

た
ち
が
打
ち
立
て
た
弁
舌
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
な
か
で
最
下
位
の
「
シ
ン
プ
ル
な
弁
舌
」
を
援
用
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。
彼
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が
言
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ラ
テ
ン
語
の
弁
舌
に
関
し
て
で
あ
っ
た
が
、
ア
ル
ル
の
カ
エ
サ
リ
ウ
ス
や
ラ
ン
ス
の
レ
ミ

ギ
ウ
ス
の
よ
う
な
、
自
ら
を
「
ま
ず
司
牧
に
し
て
説
教
者
」
と
規
定
し
た
ガ
リ
ア
の
司
教
た
ち
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ

テ
ン
語
の
枠
を
超
え
て
同
じ
よ
う
に
考
え
た
し
、
そ
の
よ
う
に
実
践
し
た
。

　

い
か
な
る
学
者
と
い
え
ど
も
、
キ
リ
ス
ト
教
が
民
衆
的
起
源
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
し
、
キ
リ
ス
ト
教

の
教
え
の
な
か
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
言
葉
が
入
り
混
じ
っ
て
い
て
社
会
的
道
徳
的
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
覆
す
も

の
を
秘
め
て
い
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
自
身
が
大
工
の
息
子
で
あ
っ
た
し
、
使
徒
た
ち
も
漁
師
や
職
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
い

わ
ば
《
田
舎
者rustiques
》
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
田
舎
臭
さ
」
は
、
福
音
を
伝
え
る
た
め
の
手
段
で
は
な
く
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
た
ち
の
身
分
の
低
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
ロ
ー
マ
世
界
の
《
都
会
的

洗
練
》
と
《
田
舎
臭
さ
》
の
間
の
理
論
的
関
係
は
当
初
の
明
確
さ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
世
紀
の
ガ
リ
ア
で
は
、

司
教
は
社
会
的
文
化
的
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
文
字
文
化
全
体
が
聖
職
者
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
跡
を
引
き
継
ぎ
、

精
神
的
文
化
的
言
語
的
ロ
マ
ー
ニ
ア
の
統
一
性
を
維
持
し
た
の
が
キ
リ
ス
ト
教
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
主
張
に
は
陰
影
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
し
、
少
な
く
と
も
言
語
上
の
統
一
性
（unité

）
は
画
一
性

（uniform
ité

）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
西
暦
二
世
紀
に
は
、
ガ

リ
ア
だ
け
で
な
く
帝
国
内
の
他
の
地
域
で
も
、
は
っ
き
り
そ
れ
と
判
る
言
葉
の
方
言
化
（provincialisation

）
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
方
言
化
は
、
五
世
紀
末
、
幾
つ
か
の
都
市
で
文
法
教
育
を
維
持
し
て
き
た
古
代
の
公
的
学
校
が
消
滅
し
た
と
き
か
ら
加
速

す
る
。
学
識
豊
か
な
司
教
た
ち
も
、
布
教
の
必
要
性
か
ら
、
自
分
の
言
葉
を
こ
う
し
た
地
方
的
進
展
に
合
わ
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、
そ
の
結
果
、
各
司
教
区
あ
る
い
は
司
教
区
群
そ
れ
ぞ
れ
が
、
言
語
上
の
統
一
体
に
な
っ
て
い
く
傾
向
を
示
す
。
こ
う
し

て
、
ラ
テ
ン
語
が
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
レ
ベ
ル
で
変
容
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



51 第二章　フランス語の創成

　

し
か
し
、
そ
の
他
方
で
、
聖
人
た
ち
の
伝
記
や
奇
蹟
物
語
（
そ
れ
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
聖
域
に
巡
礼
で
や
っ
て
き
た
民
衆
に
読
み

聞
か
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
）
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
著
述
家
が
使
っ
て
い
る
言
葉
を
調
べ
て
み
る
と
、

七
世
紀
以
前
に
は
、
言
語
学
上
の
地
域
的
特
殊
性
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
ち
の
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ
タ
リ
ア
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
だ
の
と
い
っ
た
特
徴
が
現
れ
て
く
る
の
は
、「
ゲ
ル
マ
ン
大
侵
入
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
西
暦
六
〇
〇

年
ご
ろ
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
ま
わ
た
し
た
ち
が
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
文
字
言
葉
に
も
現
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
痕
跡
が
、
話
し
言
葉
に
は
も
っ
と
早
く
か
ら
現
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
、
当
然
、
信
徒
た

ち
に
読
み
聞
か
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
文
学
の
な
か
に
な
ん
ら
か
の
反
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

五
世
紀
の
ガ
リ
ア
で
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
ラ
テ
ン
語
が
話
さ
れ
て
い
た
し
、
と
く
に
文
字
に
書
か
れ
た
の
は
専
ら
ラ
テ
ン

語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
話
さ
れ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
は
一
種
類
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
形
の
ラ
テ
ン

語
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
の
な
か
に
ゲ
ル
マ
ン
人
た
ち
が
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
、
ゲ
ル
マ
ン
人
侵
入
の
衝
撃
と
ラ
テ
ン
語
の
維
持

　

ガ
リ
ア
に
や
っ
て
く
る
ゲ
ル
マ
ン
人
た
ち
が
増
え
た
の
は
五
、六
世
紀
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
、
ガ
リ
ア
に

は
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
仕
え
る
ゲ
ル
マ
ン
人
傭
兵
の
入
植
地
が
幾
つ
か
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ゲ
ル
マ
ン
人
た
ち
は
、
ガ
ロ
＝
ロ
ー
マ



52

人
た
ち
と
も
日
常
的
に
話
を
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
言
葉
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
？　

こ
の
疑
問
に
は
、
そ
の
後
の
進

展
か
ら
類
推
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
答
え
ら
れ
な
い
。

　

一
般
的
に
、
移
住
し
て
き
た
人
は
、
入
っ
て
い
っ
た
土
地
の
人
々
の
言
葉
を
習
得
す
る
よ
う
努
力
し
た
し
、
い
ま
も
フ
ラ
ン

ス
語
が
ゲ
ル
マ
ン
語
に
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
を
ラ
テ
ン
語
に
負
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
リ
ア
に

配
置
さ
れ
た
ゲ
ル
マ
ン
人
傭
兵
た
ち
が
話
し
た
の
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
っ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
。
そ
れ
で
も
、
三
世
紀
以
来
、

ゲ
ル
マ
ン
の
語
彙
で
ラ
テ
ン
語
に
入
っ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
白
い
色
を
指
す
言
葉
と
し
て
、
ラ
テ
ン
語
の

「albus

」
と
並
ん
で
ゲ
ル
マ
ン
語
の
「blank

」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

五
世
紀
に
は
、
幾
つ
か
の
蛮
族
王
国
の
建
国
に
伴
っ
て
、
ゲ
ル
マ
ン
の
言
葉
が
「
新
し
い
主
人
の
言
葉
」
と
い
う
様
相
を
呈

し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
新
し
い
ゲ
ル
マ
ン
系
の
人
々
と
話
を
す
る
の
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
六
五
九
年
、
ム
ン
モ

リ
ヌ
ス
が
ノ
ワ
イ
ヨ
ン
の
司
教
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
彼
が
ラ
テ
ン
語
だ
け
で
な
く
ゲ
ル
マ
ン
語
も
話
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ラ
テ
ン
語
は
、
侵
入
者
の
ゲ
ル
マ
ン
人
た
ち
よ
り
ず
っ
と
数
が
多
く
、
住
民
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
つ
づ
け
た
ガ

ロ
＝
ロ
ー
マ
人
の
言
葉
と
し
て
残
っ
た
。
し
か
も
、
ラ
テ
ン
語
は
政
府
の
言
葉
、
文
化
の
言
葉
、
ロ
ー
マ
教
会
の
言
葉
と
し
て

威
信
を
保
ち
、《
野
蛮
》
の
対
極
に
あ
る
《
文
明
》
を
代
表
し
て
い
た
。
い
ま
も
ゲ
ル
マ
ン
人
た
ち
に
つ
い
て
知
る
う
え
で
必

須
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
蛮
族
た
ち
の
法
律
は
、
当
時
ま
で
口
承
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
を
蛮
族
の
王
た
ち
が
ラ
テ
ン
語
で
文

書
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

五
世
紀
の
重
要
な
文
化
的
出
来
事
が
、
四
九
六
年
（
ま
た
は
四
九
九
年
）
の
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
洗
礼
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る

フ
ラ
ン
ク
人
た
ち
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
入
信
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
西
側
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
は
ラ
テ
ン
語
で

行
わ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
ラ
テ
ン
語
で
教
え
ら
れ
た
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
が
西
欧
に
お
け
る
教
会
の
言
葉
と
な
っ
て
い
た
。
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六
世
紀
に
な
っ
て
も
、
し
か
も
相
手
が
農
民
で
あ
っ
て
も
、
ア
ル
ル
の
カ
エ
サ
リ
ウ
ス
の
よ
う
な
、
古
典
的
教
養
を
身
に
つ
け

た
司
教
は
、
ラ
テ
ン
語
で
説
教
し
て
い
る
が
、
わ
た
し
た
ち
は
、
福
音
書
の
解
説
を
主
と
し
た
彼
の
説
教
が
、
通
訳
を
介
さ
な

く
て
も
理
解
さ
れ
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
に
問
題
に
な
る
の
は
、
も
は
や
「
卑
俗
な
言
葉serm

o 

hum
ilis

」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
田
舎
言
葉serm

o rusticus

」
で
あ
る
。
こ
の
用
語
は
、
こ
の
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
ト
ゥ
ー
ル

の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
使
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
説
教
が
ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
移
住
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ク
人
も
、
支
配
層
の
人
々
は
す
ぐ
ラ
テ
ン
語
の
習
得
に
努
め
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
ラ
テ
ン
語
が
法
律
と
行
政
、
教
会
の
言
葉
で
あ
る
と
と
も
に
住
民
大
多
数
の
言
葉
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
い
わ
ば
胎
内
で
生
長
を
続
け
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
発
音
要
素
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
ゲ
ル
マ
ン
語
か
ら

影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
有
音
の
「
h
」
も
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
し
、「
w
」
を
「
ou
」
と
発
音
す
る

の
も
、
こ
の
影
響
に
よ
る
。
こ
れ
は
北
東
部
のW

arcq

〔
訳
注
・
同
じ
地
名
は
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル
近
く
と
、
も
っ
と

東
の
メ
ッ
ス
近
く
と
二
つ
あ
る
〕
の
話
し
言
葉
に
残
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
「
gw
」、
つ
い
で
「
g
」
を
も
た
ら
し
た
（
た

と
え
ば
、w

ardon

＝gw
arder

＝garder

）。
と
く
に
ゲ
ル
マ
ン
語
が
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
戦
士
の
質
を
示
す

「hardi

」（
勇
敢
な
）、「orgueil

」（
誇
り
高
い
）、
軍
隊
用
語
の
「garder

」（
見
張
り
を
す
る
）、「brandir

」（
剣
を
振
り
か
ざ
す
）、

農
耕
に
関
わ
る
「jardin

」（
菜
園
）、「haie

」（
垣
根
）、「gagner
」（
土
地
を
手
に
入
れ
る
）、「osier

」（
柳
の
枝
）
な
ど
で
あ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
が
、
ガ
リ
ア
に
お
け
る
言
語
上
の
境
界
線
の
移
動
、
と
く
に
ラ
テ
ン
語
領
域
の
後
退
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ゲ

ル
マ
ン
人
の
侵
入
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
国
境
線
は
、
北
は
フ
ラ
マ
ン
語
地
域
と
の
境

界
、
東
は
ド
イ
ツ
語
地
域
と
の
境
界
線
上
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
六
世
紀
に
は
、
ジ
ュ
ー
ト
人
、
ア
ン
グ
ロ

人
、
サ
ク
ソ
ン
人
に
逐
わ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
ケ
ル
ト
人
が
ブ
リ
テ
ン
島
か
ら
海
峡
を
渡
っ
て
ア
ル
モ
リ
カ
に
や
っ
て
き
た
た
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め
、
こ
の
地
域
（
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
）
で
フ
ラ
ン
ス
語
領
域
は
後
退
し
た
。

　

ト
ゥ
ー
ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
当
時
話
さ
れ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
を
指
し
て
「serm

o rusticus

」（
田
舎
向
け
の
説
教
）
と
い

う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
彼
は
ま
た
「lingua m

ixte

」（
混
合
語
）
と
も
い
っ
て
い
る
。
事
実
、
六
世
紀
末
に
は
、
話
し
言
葉

と
書
き
言
葉
と
の
隔
た
り
が
大
き
く
な
り
、
次
の
七
世
紀
に
は
、
書
き
言
葉
自
体
、
と
く
に
行
政
文
書
の
証
書
に
お
い
て
す
ら
、

否
定
し
よ
う
の
な
い
品
質
低
下
を
示
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
現
れ
た
『
聖
リ
キ
エ
伝V

ie de saint 

R
iquier

』
は
、
こ
の
聖
人
ゆ
か
り
の
ソ
ン
ム
湾
近
く
の
修
道
院
で
、
巡
礼
に
来
た
信
者
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
る
た
め
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
テ
キ
ス
ト
は
、
古
典
文
法
に
照
ら
す
と
間
違
い
だ
ら
け
だ
っ
た
が
、
信
徒
た
ち
は
内
容
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
間
違
い
を
言
語
学
的
に
分
析
す
る
と
、
前
ロ
マ
ン
ス
語
の
言
語
構
造
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
創
成
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
中
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
ほ
か
の
多
く
の
領
域
に
お
い
て
と
同
様
、

こ
の
言
語
と
い
う
領
域
で
も
、
一
つ
の
転
換
が
六
〇
〇
年
ご
ろ
に
起
き
て
い
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
西
暦
六
〇
〇
年

よ
り
以
前
は
、
地
理
的
社
会
的
分
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
、
ラ
テ
ン
語
を
話
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
ラ
テ
ン
語

は
、
形
も
レ
ベ
ル
も
多
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
多
様
な
形
や
レ
ベ
ル
に
共
通
の
特
徴
が
幾
つ
か
あ
っ
て
、
そ
れ
が

相
違
点
に
打
ち
勝
っ
て
い
た
。
ガ
リ
ア
の
大
部
分
で
ラ
テ
ン
語
が
話
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
六
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
の
よ
う
で
あ

る
が
、
前
記
の
よ
う
に
、
文
法
学
者
た
ち
か
ら
「
間
違
い
だ
ら
け
」
と
断
じ
ら
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
『
聖
リ
キ
エ

伝
』
は
、
七
世
紀
末
に
な
っ
て
も
、
民
衆
に
読
み
聞
か
せ
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
さ
れ
始
め
た
の
は
、
い
つ
だ
ろ
う
か
？　

九
世
紀
以
前
に
つ
い
て
は
、
答
え
ら
れ
る
だ
け
の
史
料

が
な
い
し
、
八
一
三
年
に
ト
ゥ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
宗
教
会
議
よ
り
以
前
に
は
、
参
照
で
き
る
明
確
な
テ
キ
ス
ト
も
な
い
。
こ

の
ト
ゥ
ー
ル
宗
教
会
議
の
文
書
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
、「
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
に
立
ち
返
る
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こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
ま
わ
り
に
集
め
ら
れ
た
学
者
た
ち
が
、
古
代
の
文
法
学
者
た
ち

の
記
し
て
い
る
規
範
に
よ
り
一
層
合
致
し
た
ラ
テ
ン
語
を
復
活
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら

聖
職
者
た
ち
に
、
ガ
リ
ア
の
住
民
た
ち
の
言
葉
が
も
は
や
ラ
テ
ン
語
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
こ
れ
が
、
司

牧
と
し
て
の
視
野
の
な
か
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
ラ
テ
ン
語
の
復
活
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
創
出

　
「《
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》
は
ラ
テ
ン
語
を
復
活
さ
せ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
の

は
、
そ
れ
が
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
誕
生
と
認
知
を
引
き
起
こ
す
働
き
を
し
た
こ
と
」（Bernard C

erquiglini

）
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
末
期
の
王
た
ち
の
も
と
で
、
八
世
紀
前
半
に
は
、

教
会
自
身
と
同
じ
く
、
地
方
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
。
大
多
数
の
聖
職
者
た
ち
は
、
古
典
ラ
テ
ン
語
の
素
養
も
な

か
っ
た
し
、
接
す
る
こ
と
さ
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
七
四
〇
年
代
、
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ク
教
会
を
改
革
す
る
と

と
も
に
、
ラ
テ
ン
語
文
法
書
を
編
纂
し
て
い
る
。
彼
の
教
会
改
革
は
、
聖
職
者
た
ち
に
は
聖
典
（
し
た
が
っ
て
ラ
テ
ン
語
）
に

親
し
む
よ
う
督
励
す
る
と
と
も
に
、
王
政
秩
序
の
回
復
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
ピ
ン
三
世
の
聖
別
（751

）
に
続
く

何
年
か
の
間
に
、
王
室
尚
書
局
に
お
い
て
一
種
の
正
書
法
が
復
活
し
て
お
り
、
証
書
類
に
使
わ
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
に
も
改
良

の
跡
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
宮
廷
を
震
源
と
し
て
、
王
（
つ
い
で
は
皇
帝
）
の
推
進
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
が
復
活
し
、
そ
れ



56

が
各
地
の
大
修
道
院
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ラ
テ
ン
語
の
再
生

　

ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ニ
ア
ー
ル
が
「
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
や
っ
て
き
た
文
法
学
者
た
ち
の
集
団
的
介
入
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
規

範
へ
の
強
行
軍
的
復
帰
が
行
わ
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、《
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》
を
推
し
進
め
た
の
は
、
各

地
か
ら
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
移
住
し
て
き
た
知
識
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
で
あ
り
、

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
首
席
顧
問
で
あ
っ
た
ア
ル
ク
イ
ヌ
ス
も
、
同
じ
く
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
で
あ
っ
た
。
文
法
学
者
の

ピ
サ
の
ペ
ト
ル
ス
、
歴
史
家
の
パ
ウ
ル
ス
・
デ
ィ
ア
コ
ヌ
ス
は
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
人
、
詩
作
で
も
有
名
な
司
教
の
テ
オ
ド
ゥ
ル
フ

は
西
ゴ
ー
ト
人
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
規
範
の
復
活
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
王
の
意
志
は
、
こ
う
し
た
外
国
人
の
学
者
た
ち
の
活
躍
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
が
近
づ
き
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
文
字
に
書
か
れ
た
形
で
の
ラ
テ
ン
語
の
復
活
で
あ
る
が
、
で
は
、

発
音
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
ア
ル
ク
イ
ヌ
ス
と
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
人
の
パ
ウ
ル
ス
・

デ
ィ
ア
コ
ヌ
ス
と
で
は
、
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
違
っ
て
い
た
は
ず
で
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
宮
廷
で
、
彼
ら
の
会
話
が
、

ど
の
よ
う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
か
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聖
職
者
や
修
道
士
た
ち
の
訓
育
に
あ
っ
て
は
、

書
く
の
に
も
話
す
の
に
も
、
文
法
的
に
正
し
い
言
葉
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
意
志
が
認
め
ら
れ
れ
ば
充
分
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
ト
ゥ
ー
ル
の
そ
れ
の
よ
う
な
大
き
な
写
本
ア
ト
リ
エ
で
は
、
こ
れ
以
後
、
テ
キ
ス
ト
に
句
読
点
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
、
間
違
い
だ
ら
け
の
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
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代
の
聖
人
伝
が
、
質
の
よ
い
ラ
テ
ン
語
で
、
こ
の
時
期
に
相
次
い
で
書
き
直
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

正
し
い
ラ
テ
ン
語
世
界
の
な
か
に
導
こ
う
と
い
う
教
会
当
局
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
信
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
が
『
主
祷
文Pater

』

と
『
使
徒
信
経C

redo

』
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
法
令
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
過
剰

な
要
求
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、「
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ド
ラ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
正
体
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
民

衆
が
つ
い
て
い
け
る
も
の
で
は
と
う
て
い
な
か
っ
た
。
八
世
紀
の
民
衆
は
、
ラ
テ
ン
語
を
話
す
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
て
も

『
聖
リ
キ
エ
伝
』
を
聴
い
て
理
解
で
き
た
が
、
九
世
紀
の
民
衆
は
、
理
解
で
き
る
だ
け
の
言
語
能
力
も
な
く
し
て
い
た
。
ミ

シ
ェ
ル
・
バ
ニ
ア
ー
ル
は
、「
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
人
々
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
行
き
方
に
終
止
符
を
打
ち
、
書
き
言
葉
と

話
し
言
葉
を
切
り
離
し
、
ラ
テ
ン
語
を
書
き
言
葉
と
し
て
選
ん
だ
。

―
そ
こ
か
ら
、
説
教
師
た
ち
に
と
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
の

力
量
を
磨
け
ば
磨
く
ほ
ど
、
人
々
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
絶
望
的
事
態
が
生
じ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ラ
テ
ン

語
復
活
の
目
的
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
を
聖
典
に
近
づ
け
る
こ
と
、
典
礼
あ
る
い
は
祈
り
全
般
の
な
か
で
用
い
ら
れ
る
決
ま

り
文
句
が
完
璧
な
も
の
に
近
づ
き
、
神
に
聞
き
届
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
の
復
活
に

よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
宮
廷
は
、
自
分
た
ち
が
教
え
、
救
済
へ
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
衆
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
結
果
と
し
て
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
こ
と

　

そ
こ
か
ら
、
説
教
師
た
ち
は
、
も
は
や
別
の
言
葉
で
話
し
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
は
じ
め
る
。
ト
ゥ
ー
ル
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宗
教
会
議
（813

）
の
十
三
号
決
議
は
、「
各
司
教
は
、
説
教
に
お
い
て
、
人
々
の
教
化
に
必
要
な
勧
告
を
与
え
る
こ
と
。
こ
の

説
教
を
ロ
マ
ン
ス
語
ま
た
は
ゲ
ル
マ
ン
語
に
訳
し
て
、
農
民
信
徒
た
ち
が
内
容
を
よ
り
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
努
力
す
べ
き

で
あ
る
（et ut hasdem

 hom
elias quisque aperte transferre studeat in rusticam

 rom
anam

 linguam
 aut thiotiscam

 quo facilius 

cuncti possint intellegere quae dicuntur

）」
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
ス
語
（
す
な
わ
ち
原
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
人
々
は
、
教
養
あ

る
聖
職
者
の
ラ
テ
ン
語
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
ラ
テ
ン
語
と
言
語
学
的
関
連
の
な
い
ゲ
ル
マ
ン
語

（
チ
ュ
ー
ト
ン
語
）
は
翻
訳
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
派
生
し
た
ロ
マ
ン
ス
語
へ
も
翻
訳
が
必
要
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
決
議
で
、「
よ
り
容
易
に
」
と
い
う
比
較
級
の
副
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
こ

れ
は
、
こ
の
九
世
紀
初
め
に
も
な
お
、
翻
訳
な
し
で
ラ
テ
ン
語
を
理
解
で
き
る
人
々
が
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

八
一
三
年
に
は
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
命
令
で
、
ほ
か
に
も
幾
つ
か
、
教
区
会
議
（synodes

）
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ク
人
の
国
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
地
理
的
に
分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
マ
イ
ン
ツ

の
教
区
会
議
で
も
、「
民
衆
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
教
せ
よ
」
と
の
勧
告
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
方
で
人
々
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
ゲ
ル
マ
ン
語
で
説
教
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ル
ル
や
シ
ャ
ロ

ン
＝
シ
ュ
ル
＝
ソ
ー
ヌ
で
開
催
さ
れ
た
会
議
で
は
、
こ
の
指
示
は
き
わ
め
て
一
般
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
南
仏
地
域
で
は
、
ラ

テ
ン
語
の
知
識
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
北
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
教
区
会
議
は
、「
説
教
は
、

個
々
の
信
徒
に
合
わ
せ
、
ロ
マ
ン
ス
語
と
チ
ュ
ー
ト
ン
語
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ロ
マ
ン
ス
語
群
の
な
か
で
も
最
も
早
く
ラ
テ
ン
語
か
ら
独
立
し
よ
う
と
す
る
傾
向
性
を
見
せ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、

イ
タ
リ
ア
語
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
語
に
つ
い
て
自
主
独
立
の
意
志
が
現
れ
る
の
は
、
十
、十
一
世
紀
以
後

で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ゲ
ル
マ
ン
語
の
影
響
が
と
く
に
発
音
の
面
で
最
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も
強
か
っ
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
加
え
て
、《
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》
は
フ
ラ
ン
ク

帝
国
の
中
心
部
と
北
部
地
域
の
現
象
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
《
ル
ネ
サ
ン
ス
》
の
影
響
は
、
イ
タ
リ
ア
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

あ
る
い
は
ア
ク
ィ
テ
ー
ヌ
に
は
少
し
し
か
波
及
せ
ず
、
イ
ス
パ
ニ
ア
に
は
全
く
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、《
カ
ロ
リ
ン

グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
北
半
分
に
持
続
的
な
文
化
的
優
位
性
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
《
ル
ネ
サ
ン
ス
》
の
本
質
的
様
相
の
一
つ
は
、
ラ
テ
ン
語
の
復
活
で
あ
る
。
人
々
は
、

念
入
り
に
校
訂
さ
れ
た
古
代
著
述
家
た
ち
の
写
本
を
手
に
入
れ
よ
う
と
努
力
し
、
文
体
に
お
い
て
も
文
法
で
も
発
音
に
つ
い
て

も
、
古
代
の
作
品
を
忠
実
に
模
倣
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
よ
り
学
問
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
文
学
的
言
葉
と
一
般
民
衆
の

話
し
言
葉
で
あ
る
ロ
マ
ン
ス
語
と
の
隔
た
り
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、《
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
》
の
責
任
者
た
ち
の
多
く
は
、
ゲ
ル
マ
ン
系
の
言
葉
を
話
す
人
々
で
あ
っ

た
。
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
や
ア
ル
ク
イ
ヌ
ス
は
、
祈
り
と
学
問
と
行
政
の
言
葉
と
し
て
ラ
テ
ン
語
を
身
に
つ
け
て
い
た
が
、
ラ

テ
ン
語
は
、
彼
ら
の
母
語
の
サ
ク
ソ
ン
語
と
は
全
く
共
通
点
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
自
身
に

つ
い
て
も
同
じ
で
、
彼
は
、
文
法
学
者
た
ち
か
ら
ラ
テ
ン
語
を
学
ぶ
以
前
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
ゲ
ル
マ
ン
語
（
高
地
ド
イ
ツ
語

に
属
す
る
中
部
ド
イ
ツ
方
言
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
語francique
）
を
話
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ル
ク
イ
ヌ
ス
や
シ
ャ
ル
ル

マ
ー
ニ
ュ
に
と
っ
て
、
ガ
リ
ア
住
民
が
話
し
て
い
た
ロ
マ
ン
ス
語
は
第
三
の
言
葉
で
あ
り
、
話
し
言
葉
の
ゲ
ル
マ
ン
語
や
、
話

し
言
葉
で
あ
る
と
と
も
に
書
き
言
葉
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
に
比
較
し
て
独
特
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
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